
動物遺存体の調査(3)

埋蔵文化財センター

出土した動物追存体の紐名や部位を知るためには，確実な現生骨格標本現金標本の作成

と対比しながら同定作業を行わなければならない。当センターでは3年前よりこのような標本

の作成につとめてきた。今年度までに作成した標本は， lIi1i乳煩73個体，鳥類56世話体， ft1Jj'i230個

体.腿虫類 ・両生類16個体と貝類326種類など， 総計700余側体を数えるにいたっている。

今年度は， 大阪府八尾市是:'.智遺跡 (純文晩JYl)， 長崎県伊木力遺跡 (制動物遺存体の調査2 

京都府向日市長岡京跡(8世紀後半)などの分析を行った。特に長岡京幼;出土

のウマの頭蓋は，前年の年報で報告した大阪府八尾市減山遺跡、の例のように脳を取り 出した痕

跡が見られず， 『養老l岳牧令』の規定に合致しない例の存在が明白になった。

文前期から後JYj)，

関係文献情報を動物i世存体出土地名表，動物遺存体出土遺跡・文献データベースの作成3 

当研究所所蔵回世より台帳を作成した。作業はまず，全国遺跡;台帳かデータペース化すべく ，

ら，良原， il司穴などの遺跡を選び出し，遺跡ごとに報告性その他の文献から必要な内容を抜き

dきした。純文l時代から中近世までの間接の遺跡総数は3.000f午余り。うち，報告のあるものは

1.400件余りであった。これは酒詰{ljl男による r日本純文石器時代食料総説J，r日本貝塚地名

表』のllJi:新版にあたる。来年度より入力にかかり，様々な形で利用可能にしたい。

飛鳥寺塔心礎出土の銑甲小札に付析した皮革の脂肪酸分析を椛広畜産大学:脂肪酸の分析4 

111，1分fila
以下の結果を得た。

コレステロール89%と動物性

中野話男氏に依頼し，

「ステロールは，

を示した。 直~n状の普通の脂肪酸はパミルチン

ステア酸44%と最も多く，次いでオ レイ ン酸，

リノール酸であっパルミトレイン酸，リン酸，

た。この脂肪酸パターンは、現生ニホンジカ，

ウサギなど勺マ、ウシ，イノシン，エゾシカ，
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革のそれと JI~ も近い距離にあった。 また . 皮革

に存在せず， lJiiJ.布11経組織に特典的に存在する

オキシ脂肪般として，

の皮革及びそれらの鰐質の中で，
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セリン酸45%が検出された。このオキシ脂肪酸

から動物秘を同定することは出来なかったが.

この註:叩にmいられた皮革
飛.(J寺山土娃l:pに付着した皮革の残存脂肪酸分析結果

は，JJi量級法によってなめされたものと推定でき
di:ォキシ脂肪酸はふつうの脂肪酸の名林にハイドロ

る。(中野氏の鑑定を要約)J (松井 草) キシを返する。

これらの成裂から，
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